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出されているのは 1894年のフライブルク大学への招聘の件（1）であるが（ebd., Anm. 8），そ
れだけでなく，ハイデルベルク大学に招聘されたときにも，ある問題が生じていた。それは，



























やクニースの教則本から習得するほうを好んだという（Weber, Marianne 1926/50: 75）。こ
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してクナップの獲得もビューヒャーの獲得もなさそうな場合（Würde wider Erwarten weder



































































































することを希望している（1883年 2月 12日付，2月 23日付，3月 7日付）（Weber, Max




















































































































































































































































は上山安敏によってくわしく研究されている（上山安敏 1978: 第 2章）。また関係文書も邦訳さ




（Weber, Marianne 1926/50: 519）。ここでは，ヨハネス・ヴィンケルマンによる再校訂版を用い
た（Weber, Max 1911/63: 14）。
蘯 シェーンベルク（1839−1908）は 1870年から 1873年までフライブルク大学教授であった。1873
年にテュービンゲン大学に移り，結局亡くなるまでその職にあった。
盻 G. Schönberg（Hrsg.），Handbuch der politischen Oekonomie. Tübingen: Laupp, 1882．この
書簡が書かれた時点ではすでに第三版（1890−91）が完結している。
眈 J. Conrad, L. Elster, W. Lexis und E. Loening（Hrsg.），Handwörterbuch der Staatswissen-










眤 G. F. Knapp, Über die Ermittlung der Sterblichkeit aus den Aufzeichnungen der Bevöl-
kerungs−Statistik. Leipzig: J. C. Hinrichs, 1868.
眞 G. F. Knapp, Die Sterblichkeit in Sachsen; nach amtlichen Quellen dargestellt. Leipzig:
Duncker & Humblot, 1869.
眥 G. F. Knapp, Theorie des Bevölkerungs−Wechsels; Abhandlungen zur angewandten Mathe-
matik. Braunschweig: F. Vieweg, 1874.
眦 G. F. Knapp, Die Bauern−Befreiung und der Ursprung der Landarbeiter in den älteren
Theilen Preußens. Leipzig: Duncker & Humblot, 1887.
眛 G. F. Knapp, Die Landarbeiter in Knechtschaft und Freiheit; vier Vorträge. Leipzig: Duncker
& Humblot, 1891.
眷 K. Bücher, Die Bevölkerung von Frankfurt am Main im XIV. und XV. Jahrhundert; social-
statistische Studien. Tübingen: H. Laupp, 1886.
眸 K. Bücher, Basels Staatseinnahmen und Steuervertheilung 1878−1887. Basel: J. G. Baur,
1888.
睇 K. Bücher, Die Entstehung der Volkswirtschaft; sechs Vorträge. Tübingen: H. Laupp, 1893．
権田保之助訳 1942『増補改訂 国民経済の成立』（1922年第十六版の訳）栗田書店。
睚 M. Weber, Die römische Agrargeschichte in ihrer Bedeutung für das Staats− und Privat-
recht. Stuttgart: F. Enke, 1891（MWGI/2）.
睨 M. Weber, Zur Geschichte der Handelsgesellschaften im Mittelalter; nach südeuropäischen
Quellen. Stuttgart: F. Enke, 1889．推薦書中では
”




睫 M. Weber, Die Verhältnisse der Landarbeiter im ostelbischen Deutschland（Preußische
Provinzen, Ost− und Westpreußen, Pommern, Posen, Schlesien, Brandenburg, Großherzogtümer
Mecklenburg, Kreis Herzogtum Lauenburg）．Schriften des Vereins für Socialpolitik, Bd. 55
（Die Verhältnisse der Landarbeiter in Deutschland, Bd. 3）．Leipzig: Duncker & Humblot,
1892（MWGI/3）．肥前栄一訳 2003『東エルベ・ドイツにおける農業労働者の状態』未來社。
睛 M. Weber, Die technische Funktion des Terminhandels. Deutsche Juristen−Zeitung, 1. Jg.,





睥 M. Weber, Die Börse（Göttinger Arbeiterbibliothek, 1. Bd., 2. und 3. Heft）．Göttingen: Van-
denhoeck & Ruprecht, 1894（MWGI/5）．中村貞二・柴田固弘訳 1968『取引所』未來社。
睿 M. Weber, Der Nationalstaat und die Volkswirtschaftspolitik; akademische Antrittsrede.
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〔付記〕
本稿は，平成 15−16年度科学研究費（基盤研究（C）（2））による個人研究の成果の一部である。
史料の解読にあたっては，カールスルーエ一般公文書館のエーファ・カーダーマン氏他のス
タッフの方々，およびハイデルベルク大学史料館のエーヴァルト・ケースラー氏にご助力いた
だいた。御礼申しあげる。
（のざき としろう 公共政策学科）
2004年 4月 23日受理
表 －2 国家学・官房学部門の開講科目滷（1897−98年）
一
八
九
七
年
夏
学
期
講
義
一般国家学および一般政治学（法学部科目）
一般国法学およびドイツ国法学（法学部科目）
国際法（法学部科目）
行政法（警察学を含む）（法学部科目）
社会の科学（社会学）（シェラー）
農業政策の基本問題（キンダーマン）
一般的（「理論的」）国民経済学（ヴェーバー）
実践的国民経済学（レーザー）
財政学（レーザー）
現代の社会主義（レーザー）
工業活動における労働問題（キンダーマン）
農業総論第二部 農場経営論（シュテンゲル）（自然科学・数学部科目）
牛乳と酪農について（シュテンゲル）（自然科学・数学部科目）
演
習
国民経済学ゼミナール 無題（ヴェーバー）
国家学ゼミナール 公法学演習（イェリネク）（法学ゼミナールと合同）
一
八
九
七
／
九
八
年
冬
学
期
講
義
一般的およびドイツの帝国国法・領邦国法（法学部科目）
国際法（法学部科目）
行政法（法学部科目）
社会の科学（社会学）（シェラー）
実践的国民経済学（商業政策・工業政策・交通政策）（ヴェーバー）
農業政策（ヴェーバー）
国民経済学（レーザー）
財政学（キンダーマン）
農学第一部 生産学（自然科学・数学部科目）
家畜飼育および給餌について（自然科学・数学部科目）
演
習
国民経済学ゼミナール
演習（ヴェーバー）
官房学学修者のための補習と演習（レーザー）
国家学ゼミナール
公法学演習（イェリネク）（法学ゼミナールと合同）
無題（ヴェーバー）（国民経済学ゼミナールと合同）
注： 演習は，国民経済学ゼミナールと国家学ゼミナールの二つの大区分が与えられ，そのもとに各担当
者の科目が記されている。
出典： AdV.
マックス・ヴェーバーとハイデルベルク大学（野闢敏郎）
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